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　上記事業者の事業計画について、次の観点から診断を行った。

	改善策
	· 直前３年の実績評価における赤字及び債務超過等の要因説明が、直前３年　の決算書に照らして合理的な内容となっていること
· 改善内容が、直前３年の事業評価における赤字及び債務超過等の要因をふ　まえた内容であり、また、過去の決算書及び今後の事業の見通しに照らして妥当な内容となっていること

	収支計画
	· 売上高及び経費は、直前３年の決算書における実績額に照らして妥当なものであること
· 売上高は、有する許認可施設等の能力、人員等からみて妥当な業務量等により見込まれたものであること
· 前期比１５％を超える売上高伸び率となる収益性が確保できる事業が存在し、その収益額が妥当であること
· 処理単価は、著しく妥当性を欠くような価格となっていないこと
· 適正な処理や維持管理のための費用が妥当な金額で経費として見込まれて　いること
· 施設整備のための費用、未処理の廃棄物の適正な処理に要する費用、処理　　後の廃棄物の処分委託費用、埋立処分終了後の維持管理に要する費用等が　見込まれていること

· 処理後の再生品の売却による収益が見込まれている場合には、具体的な売却先が明確であり、売却数量、売却価格等が著しく妥当性を欠くようなものとなっていないこと

· 廃棄物処理業以外の事業がある場合、廃棄物処理部門とそれ以外の部門の　計画を別に作成していること

	資金計画
	· 設備投資の計画がある場合、施設の設置、改修、更新等の今後の設備投資の見通しに沿ったものであること
· 借入金により資金を調達する場合には、借入先、借入条件等が明らかになっていること
＜提出を求めた書類＞
・
・
· 現に有している借入先の返済について、今後の返済の見通しが妥当なものであること
＜提出を求めた書類＞
・
・
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